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ご挨拶 

 
大学を卒業して 60 歳の東京大学の退職まで、「一睡」といった感じがします。この間、皆様には大変

お世話になりました。 
はじめて故郷の佐賀から東京に来たのは昭和 40 年で東京大学に入学した年です。その当時都電が走

っていましたし、景気が上向いてきたころでした。そして東京大学医学部で、最初に遭遇したのは「東

大闘争」と言われる学園紛争でした。卒業後は 1 年間だけでしたが小児科に入局しました。神経、感染

症に興味を持っておりました。今でも私の研究はこの領域の延長と思っています。小林登先生、鴨下重

彦先生ら小児科の先生にはお世話になりました。その後、都立築地産院、東京逓信病院、帝京大学病院

で小児科の臨床を行いながら研究じみたことをしてきました。昭和 54 年ふとしたきっかけで米国アラ

バマ州立大学の微生物学教室でブニアウイルスの分子疫学や基礎研究を行いました。これが今まで続い

ているロタウイルスなどの下痢症ウイルス研究（故篠崎立彦先生の分野）につながります。 
ブニアウイルスの一部は国際感染症となっており、それがもとで昭和 62 年から国立予防衛生研究所

(現国立感染症研究所)の外来性ウイルス室に勤務しました。バイオセフティー、下痢症ウイルス、ポリ

オウイルス、HIV の研究・検定などに関係のある室にも勤務させていただき大きな経験をしました。そ

の後,短期間でしたが国立公衆衛生院微生物学教室をつかさどり、研究と国内外の感染症関連機関の研修

の手伝いをさせていただきました。 
平成 7 年(1995)から医学部健康科学・看護学科の母子保健学教室と国際保健学専攻発達医科学を司る

こととなりました。平成 8 年から大学院化となり後者の立場が強くなりました。その後、国立大学が法

人化となりました。平山宗宏教授および日暮眞教授の後任として、母子保健学、感染症学の両面を引き

継いだ形となります。さらに国際的研究、人獣共通感染症が加わりました。大学院、学部学生、研究生

など、日本のみならずアジアの学生がそれぞれの夢に向かって励んでくれました。業績は英文原著のみ

をここに掲載しました。アジアの特に子どもの健康に役立つ感染症の疫学、診断薬の開発についてウイ

ルス性下痢症を中心に行うとともに、国内外の特に少数民族の子どもたちの健康をも行いました。これ

らの課題は個人的体験や研究の過程から生まれたものです。この間福岡秀興助教授、織田正昭助手、沖

津祥子助手、（元助手小林臻、柳生文宏）の協力に感謝します。また北潔教授を始め国際保健学の先生

方、医学系研究科ならびに東京大学の諸部門の方々に感謝いたします。 
Müller（ドイツ）、Maneekarn（タイ）、Fang（中国）など外国の先生方、諸々の研究所･大学の同僚

等々に深謝いたします。研究生、大学院生、学生からも多くを学びました。 
幸いに健康に恵まれて、有給休暇もほとんど使うことなく忙しくさせていただきました。今後もこれ

らの事を続けたいと思っております。また成果を社会に還元したいと思っております。今後とも皆様と

のお付き合いを続けさせていただけるものと思っております。よろしく願います。       
牛島廣治  2007 年 3 月  

 
尚、添付されている CD も暇な折、ご覧いただければ幸いです。 
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牛島廣治教授のご退職によせて 
東 京 大 学 名 誉 教 授 
高崎健康福祉大学大学院教授 

平山 宗宏 
 
 牛島廣治先生ご退職おめでとうございます。 
 退職されるのをおめでとうと申し上げるのは、常識的には一寸違和感があるかなとも思うのですが、

東京大学教授の重責を全うされ、ご健康で還暦という人生の節目を迎えられたのですから、やはりお

めでたい限りです。私もかつて東大を退職した時、学生や院生さんたちの論文の面倒を見なくてよく

なった、という肩の荷を下ろした思いがあり、それがおめでたいことだなと納得した記憶があります。

牛島先生はこれからも研究生活を続けられるでしょうから、めでたさをどのように受け止められるか

伺いたいと存じております。 
 先生は小児科の臨床をされてからウイルス学の道に進まれ、東大では国際的な母子保健からウイル

ス分子疫学などまで幅広い研究と交流を展開されました。私もそれに近い経歴があったので、先生の

お若い頃からお付き合いをさせて頂いておりましたが、私のいわば古典的ともいえる臨床ウイルス学

とは格段に違う最新の研究を進めておられるのを、畏敬の目で拝見してきた、というのが実感です。 
 また最近は保健福祉学会の会長も務められ、これからのわが国社会で最重要になる保健と福祉の統

合のあり方を健康科学の立場から示されました。今後は地域福祉学の面でのご支援もお願い申し上げ

ます。 
  少子高齢化が世界にも例をもない早さで進行しているわが国の現状では、還暦の年齢はまだまだ働

いて頂かなければなりません。これからも所を得られて、研究や後進の指導に当たって頂きたく、ま

た国際的な学問の発展や親善にも尽くして頂きたいとお願い申し上げます。それと同時に、少しは自

由な時間を持てるようになるでしょうから、ご家族ともども楽しむ機会を増やされるようお勧め致し

ます。後期高齢者になってからの生活設計を立てるのはこれからというのが、少し先輩の私からのア

ドバイスです。 
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牛島廣治教授の定年：退職によせて 
日暮 眞 

 
 牛島廣治教授、定年ご退職おめでとうございます。 
 牛島教授が本教室に着任されたのは、平成七年春でしたから、十二年前ということになります。前任

の私の教授在任期間が比較的短かったことから、牛島教授はまだまだ在職され後進の御指導をお願いで

きると思っておりました。東大小児科、帝京大小児科、アラバマ大微生物学教室、国立予防衛生研究所、

国立公衆衛生院と一貫してウイルス感染症の研究に従事されて来られました。本教室に着任後は研究領

域の巾を拡げられ、母子保健学・国際保健学とのからみからウイルス性下痢症の分子疫学・診断学、HIV、

神経感染免疫学、在日マイノリティーの母子保健に関する優れた研究を推進されて参りました。 
 本教室は大学院医学系研究科として国際保健学専攻に属することから、バングラデシュ・中国・台湾

等からの外国人大学院生・研究生を積極的に受け入れ、懇切丁寧に指導され、共同研究にも精力的に取

組んでこられ、その成果は高く評価されております。牛島教授の専門研究分野がウイルス感染症、とく

に消化器のウイルス感染という点から、発展途上国からの若手研究者達との共同研究プロジェクトには

適切にマッチしていたと考えられます。 
 併せて、保健学・看護学科の学部学生に対する教育活動では、福岡助教授以下教室の全スタッフをま

とめ熱心に取り組んでこられました。さらに、国際保健学専攻の推進、医学系研究科の職務遂行にも真

剣に取り組まれました。 
 一方、学会活動並びに社会面での活動に目を転ずると、日本小児感染症学会・日本母乳哺育学会を中

心として、多くの感染症関係の学会では活発に活動されておられましたし、母子保健、食品安全、タン

パクの構造決定、アジア環境などの分野でも国家レベルでのプロジェクト推進の重要メンバーの一員と

して活躍されました。 
 このように教育・研究・社会面での諸分野で多くの足跡を残されての御退職であります。牛島教授着

任時に、前任者である私の積み残した課題の故に御苦労があり、存分にお考え通り「こと」が運べなか

ったことがあったとすれば、私の不明の致すところであり、お許し頂きたく存じます。 
 東大医学部の定年規定は他大学に比して早く、その分今後の活躍が十分期待できます。御退職後の御

活躍を心からお祈り致します。 
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牛島先生への感謝 
国立感染症研究所 

西尾 治 
 
牛島先生は人生の区切りを迎えられ、長い間、研究･教育、臨床そして国際保健等にご活躍され、ご

苦労様でした。私は昨年、退官しましたが、退職金と年金は長年勤務した人への褒美であり、全ては無

理にしても本人が使うものであるという信念でいましたが、先生もそれを近いうちに獲得され、おめで

とうございます。しかし、年金の完全支給は 3 年後ですので、これからもご自愛の程願います。 
13 年前に愛知県衛生研究所に在籍していた私を、当時国立公衆衛生院(現国立保健医療科学院)衛生微

生物学部長の先生にウイルス室長として迎えて頂いたのが、先生との交友関係の始まりです。その後先

生とは勤務先が別になったものの、常に温かく見守って頂き、ご指導と鞭撻を賜り、感謝いたしており

ます。 
国立公衆衛生院に転勤の際には、先生から夜に「国立公衆衛生院に採用が決定しました」と連絡を受

け、翌日私は昼休みの時に、推薦していただいた二人の先生に「お蔭様で内定の連絡をいただきました」

と報告したところ、「既に牛島先生から電話をいただきました」と聞き、先生の気配りと対応の早さに

感銘すると共に、私の未熟さを痛感しました。その上、数日後に牛島先生がご多忙にも拘わらず、愛知

県にお願いと挨拶に来ていいただいたお陰で、スムースに転勤することができました。人の上に立つ人

の気遣い、気概を痛感しました。 
国立公衆衛生院に赴任し、先生の下で研究と教育を行なうことになりました。ある時、先生はぽつり

と「牛島廣治が生きていたという証を残さなければ寂しい人生になるので、」と言われた事が、強く脳

裏に刻み込まれています。その強い目的意識から、先生の探究心、知識欲は非常に旺盛で、「新しい論

文」、「新しい検査法」発表されると、それをさらに進展させるために次から次と、研究を推進されてき

ました。研究成果はウイルス（下痢症ウイルス、HIV、肝炎ウイルス、アデノウイルス等）について、

常に臨床(病気)と結びついたウイルス学の研究に邁進され、さらに臨床に役立つ検査法の開発に関する

ものでだけでも、膨大な数の論文となっています。先生は「証」を充分に残されましたが、私は先生の

期待に 1/10 も答えることができなかった事を悔やんでいます。 
 今後も、先生は研究･教育に引き続き邁進されると聞いておりますが、健康に留意され、私をはじめ

同志と後輩をいつまでも温かく励まし、時には叱咤激励し、見守って下さるようにお願い致します。ま

た、暇ができましたら一緒にのんびり旅行にでも出かけましょう。そのときを楽しみにしています。 
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牛島廣治教授を送る 
発達医科学 助教授 

福岡 秀興 
 

牛島先生は、平成 7 年着任以来現在に至るまで、世界に誇る優れた研究を数多く手がけられ、

それを次々と世に問い続けられました。現在なおその学問に対する情熱は、衰える事なく益々燃え滾っ

ており、更に大きな研究が進行中との事です。今回、退官記念誌の業績目録を見せていただきましたが、

着任以来 300 を越す原著論文を生み出されており、その莫大な量にはただただ感嘆の一言に尽きます。

学問への熱い情熱が伝わって参ります。人類が克服しなくてはならない古くて新しい感染症の先端的研

究を推進されてきた先生に対して、社会からの先生の研究に期待するところは、今後ますます大きくな

って行くものと考えます。更に大きな研究の場を構築され、社会の期待に答えていただきますように、

どうか宜しくお願い申し上げます。 
その間、私は傍で過ごして参りました。傍にいた立場から、牛島先生の人柄の一旦をお話した

いと思います。教室全体に対しては常に細かく暖かい配慮をされ続けていただきました。牛島先生の研

究室には常に２0－３０人を超す学生が研究に励んでいます。国際色も豊かで、中国、ミヤンマー、バ

ングラデシュ、パキスタン、台湾、タイ、ラオス、ベトナム、スリランカ、オーストラリアなど外国か

らの研究生が多く学び、研究室には各国の言葉が飛び交っています。これらの学生さんは、実験の素養

のある方もいますが、初歩からのスタートの方もありますので、その指導は大変であったと思います。

先生は、その方々に対して、誠心誠意、寸暇を惜しんで指導しておられました。その姿が鮮やかに思い

浮かびます。この方々は卒業後、帰国されて指導者として活躍されていますが、牛島先生から受けた指

導を思い浮かべながら、多くの人々を同様に指導しておられる姿を想像します。牛島先生の研究室が末

広がりに世界の医学界・医療に貢献していることを改めて痛感します。まさに本、国際保健学専攻の理

想の姿が具現していると言えます。きっと一期一会という思いで指導され、指導した学生研究者にはそ

の想いが通じている事が窺われます。巣立ってもいつまでも慕われ続けておられ、卒業後も教室に顔を

見せる人々の絶える事は在りません。これは、誠実な人間味溢れる牛島先生の人柄の一端を示すもので

す。 
 今の世は、新興感染症、エイズ、ウイルス下痢症等の新たに解決すべき新たな事象が益々増え

ていく状況です。それだけに社会の先生に期待するところは益々大きくなって参ります。どうか今後も

お体に十分ご配慮戴いて、ますますご活躍いただきますようにお願い申し上げます。 
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（略歴 英文） 
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（「感染症と私」） 
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（「東京医学」英文２ページ） 
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在職中の教室関係者一覧 

 

名誉教授 

平山宗宏 日暮眞  
 
教職員 
牛島廣治 福岡秀興 小林臻 織田正昭 沖津祥子 柳生文宏 

 

非常勤職員 

高安（尾本）カオリ 河村淑子 辻井博美 明石ゆり 谷口文 沖津祥子 佐藤京子 室橋衣里  

北島かおり 山田（吉永）亜子  磯野富美子  清水優子  三浦峰子  一杉定恵  運天先和 

 

学内講師 
北潔 木村哲 森屋恭爾 奥川周 新谷良澄 三村芳和 田口理恵 衞藤隆 藤原敏博 水口雅   
 

非常勤講師 

合阪幸三 安梅勅江 飯島純夫 荻野雅弘 庄司順一 高木耕一郎 高山忠雄 多田裕 西尾治  

平岩幹男 升田春夫 柱新太郎 加藤茂孝 星山佳治 加藤則子  児玉浩子 三浦雅一 

倉辻忠俊 星野洪郎 海野信也 西條政幸 田口理恵 仁科秀則 瀧本秀美 星山（柳沼）麻木 
金子真理子 菊池愛子 近藤洋子 伊藤健一郎 原田誠  松崎充宏 本間和宏 鈴木みゆき  
遠藤真紀子 佐藤雅子  

 

大学院生 

春名めぐみ 星山（柳沼）麻木 河野祐子 田口（袴田）理恵 森川要 山岸映子 三木玄方  

中山美由紀 野中茂紀  島田千穂 呉栽喜 松井智浩 秋原志穂 柿沢淳子 谷英樹 加来寛明 

顧艶紅 田中義信 柳生文宏 ADHIKARY Arun Kumar 秋山斉 王秋紅 市位ひろ子 藤田雅代  

前川裕子  SONOGO Mouse 孔麗娟 坂本辰徳 堀田正央 鈴木康介 周玉梅 會津さとみ 根岸英雄  

山崎英次 DOAN Thi Phuong Lan   李榴柏 須藤達朗 石飛裕美 涌水理恵 平田由紀子 江川隆太郎 

李蕾 TRAN Thien Tuan Huy   井村真澄 HANSMAN Grant   ALI Moazzam 許暁彬 NGUYEN Hien Thanh   

渡邊（塚本）浩子 吉田（宮）宣子 川田（石原）紀美子 佐藤春美 近藤(吉田)裕香  

吉永美咲（朱蕾） 顔海念 赤松幹樹 大亀路生 花井みき 小南真由美 井上かず子 

NGUYEN Anh Tuan PHENGXAY Manilay PHAN Gia Tung 高木麻希子 寺尾義孝 桑暁潔  

KHAMRIN Pattara   大塚（首藤）里津子 高梨さやか 宇佐美雅史 関口郷思 TRINH Duy Quang  

DEY Shuvra Kanti 高田麻衣 塩田智之 顔維貞 PHAM Thi Kim Ngan 須賀隆行 
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研究生 

ADHIKARY Arun Kumar  孔麗娟 顧艶紅 李蕾 佐藤春美 HANSMAN Grant  ALI Moazzam  関美雪 

大関信子 顔海念 大塚（首藤）里津子 鈴木みゆき 馬玉傑 桑暁潔 本田由佳 森真人 王暁田 

KHAMRIN Pattara  襄成琉 王景 田永彦 孫琳 早川有子 

 

客員研究員 

辻本敦美 温楽英 工藤聡 神埼美穂子 戴鶴峰 神野英毅 GRINDE Bjorn 運天先和 西脇美春  

池田有成 蜂矢正彦 星山（柳沼）麻木 桜井信豪 吉田弘道 春名めぐみ 堀野敦子 SONOGO Mouse 

森本紀子 呉栽喜 李燕 鈴木映子 加納尚美 金昌宣 斉藤延孝 島田千穂 南部みほ 本間和宏 

李節子 上野正浩 高木弘隆 鈴木みゆき 三木（河野）祐子 金子真理子 ADHIKARY Arun Kumar  

川田（石原）紀美子 柳生文宏 山崎英次 顧艶紅 佐藤雅子 森真人 吉永美咲（朱蕾）馬頓涛  

山崎晋一郎 林淳吉 植地正文 堀田正央 王暁田 松下浩一郎 早川有子 李榴柏 下村達郎  

大亀路生 清水英明 藤本嗣人 西尾治 高木麻希子  

 

卒論生   

加藤睦 神田典子 久野孝子 加来寛明 福島由子 秋山斉 藤田雅代 前川裕子  渋谷栄   

中山絵里子 谷山（山田）牧 須藤達人 山田亜希 小島亮一 坂本辰徳 村形舞 山下友子  

今野（小形）友美 安藤(木村)亜希 會津さとみ 西垣昌和 石飛裕美 須藤達朗 高橋理智  

早川貴裕 齋藤 (益田)凡 涌水理恵 新上幸二 近藤（吉田）裕香 赤松幹樹 大亀路生 北見欣一 

中井桃子 花井みき 寺尾義孝 宇佐美雅史 下村達郎 関口郷思 槇田広佑 矢納史子 市川尭之  
甲斐望 須賀隆行 山谷育子 若林研吾 清水隆玄 浜本健太郎 大高紘一 清野菜知子  
小正裕佳子 
 
 
（名前の欠落、誤字等がありましたらお許しください） 
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英文論文 (English papers)     
1) Ushijima H, Yoshino K, Ito S, Yoshioka T. Disorder of subpopulation of lymphocytes in 

Prader-Willi syndrome.  Brain & Development 3:226-228, 1978. 
2) Waki M, Ushijima H,. Nakamura K. A case of rubella encephalopathy causing mental 

alienation as a sequel.  Brain and Development 3:209-210, 1978. 
3) Ushijima H, Abe T, Kaga K. A case of adrenoleukodystrophy: Serial findings of 

electro-physiological studies and computed tomography. Brain and Development 4: 233, 1979.            
4) Ushijima H, Klimas R, Kim S, Cash P, Bishop DHL. Characterization of the viral ribonucleic 

acids and structural polypeptides of anopheles A, Bunyamwera, group C, California, Capim, 
Guama, Patois, and Simbu bunyaviruses. Amer. J. Trop. Med. Hyg. 29:1441-1452,1980. 

5) Yoshino K, Ito S, Ushijima H, Fujii R. The in vitro antibody responses to polymerized flagellin 
(POL) in man. Clin. Immun. Immunopath. 12:245-264,1980. 

6) Kaga K, Tokoro Y, Tanaka Y, Ushijima H. The progress of Adrenoleukodystrophy as revealed 
by auditory brain stem evoked responses and brain stem histology. Arch Otorhinolaryngol. 
228:17-27, 1980. 

7) Ushijima H, Clerx-CH, Bishop DHL. Analyses of Patois Group Bunyaviruses: Evidence for 
naturally occurring recombinant viruses and existence of immune precipitable and 
nonprecipitable nonviron proteins included in Bunyavirus infected cells. Virol 110:318-332, 
1981. 

8) Klimas RA, Ushijima H, Clerx-van Haster, Bishop DHL: Radioimmune assays and molecular 
studies that place Anopheles B and Turlock serogroup viruses in the Bunyavirus genus 
(Bunyaviridae)  Am J Trop Hyg 30:876-887, 1981. 

9) Clerex-van Haaster CM, Clerex JPM, Ushijima H, Akashi H, Fuller F, Bishop DHL. The 3' 
terminal RNA sequences of bunyaviruses and nairoviruses (Bunyaviridae): evidence of end 
sequence genetic differences within the virus family. J Gen Virol 61:289-292, 1982. 

10) Ito S, Yoshino K, Okitsu S, Ushijima H, Hashira S, Hashimoto G, Fujii R. One aspect of 
immunoregulatory mechanism during the fetal period on the immunosuppressive effect of 
alpha-fetoprotein. Acta Paediatrica Japonica 24(2):219-226, 1982. 

11) Ushijima H, Uehara M, Kida M. A case of complex de novo rearrangements involving four 
chromosomes.  Acta Paediatr Jpn 24:299-302, 1982.    

12) Abe T, Nukada T, Hatanaka H, Tajima M, Hiraiwa M, Ushijima H. Myoclonus in a case of 
suspected progressive rubella panencephalitis. Arch Neurol 40:98-100, 1983. 

13) Ushijima H, Park P, Yoshino K, Ohta K, Fujii R, Kobayashi N. Microorganisms in house dust 
mites in Kawasaki disease. A possible causal agent of the disease. Acta Paediatr Jpn 
25:127-129, 1983. 

14) Tajima T, Suzuki E, Ushijima H, Araki K, Kim B, Shinozaki T, Fujii R. Isolation of murine 
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rotavirus in cell culture. Arch Virol 82:119-123, 1984.  
15) Shinozaki T, Araki K, Tajima T, Ushijima H, Kim B, Fujii R. Neutralization test by new 

isolates of human rotavirus. Acta Paediatr Jpn 26:187-192, 1984. 
16) Ushijima H, Kim B, Tajima T, Araki K, Yoshino K, Shinozaki T, Fujii R. Epidemiology of 

rotavirus infection in Tokyo during two winter seasons, as revealed by analyses of recovered 
viral RNA.  Eur. J. Pediatr 142:71-72, 1984.  

17) Hiraiwa M, Abe T, Ushijima H, Nonaka C, Iio M, kawato H, Yamamoto K. Positron computed 
tomography in West syndrome (infantile spasms)- 1C-labelled glucose injection study. Ann 
Univ Turkuensis 17:283-287, 1984. 

18) Ushijima H, Tajima T, Tagaya M, Nonaka C, Fujita S, Togo T, Hiraiwa M, Ohmi K, Abe T, 
Nakajo M. Rotavirus and central nervous system. Brain and Development 6:138, 1984. 

19) Abe T, Nonaka C, Hiraiwa M, Ushijima H. Acute and delayed neurologic reaction to 
inoculation with attenuated live measles virus (Case report). Brain and Development 
7:421-423, 1985. 

20) Shinozaki T, Araki K, Ushijima H, Tajima T,  Kim B, Fujii R. Specific IgA antibody in nasal 
washes from patients with rotavirus infection. Pediatric Infectious Disease 4:299-300, 1985. 

21) Ushijima H, Abe T, Hiraiwa M, Nonaka C, Ohmi K, Fujita S, Togo T, Nakajo M, Yamamura K, 
Fujii R. A study of sequelae of purulent meningitis. Brain and Development 7:199, 1985. 

22) Ushijima H, Shinozaki T, Fujii R. Detection of Clostridium difficile enterotoxin in neonates by 
latex agglutination. Arch Dis Child 60:252-254, 1985. 

23) Ushijima H, Hashira S, Shinozaki T, Fujii R. Chlamydia trachomatis infection in a premature 
infant. Acta Paediatr Scand 74:604, 1985. 

24) Shinozaki T, Ushijima H, Tajima T, Kim B, Araki K, Fujii R. Evaluation of four tests for 
detecting human rotavirus in feces. Eur J Pediatr   143:238, 1985. 

25) Ushijima H, Araki K, Kohno H, Kim B, Shinozaki T, Hashira S, Fujii R  Studies on rotavirus 
latex agglutination test in neonates Acta Paediatr Jpn 28:98-100, 1986. 

26) Ushijima H, Araki K, Kohno H, Kim B, Hashimoto G, Hashira S, Araki K, Fujii R, Tajima  T, 
Kimura K. An outbreak of rotavirus infection in the newborn nursery. Acta Paediatr Jpn 
28:105, 1986. 

27) Shinozaki T, Ushijima H, Kim B, hashimoto G, Hashira S, Araki K, Fujii R, Tajima T, Kimura 
K. An outbreak of rotavirus infection in the newborn nursery. Acta Paediatr Jpn 28:105, 1986. 

28) Shinozaki T, Araki K, Ushijima H, Kim B, Tajima T, Fujii R. Comparison of five methods for 
detecting human rotavirus in stool specimens.  Eur J Pediatr 144:513, 1986.    

29) Shinozaki T, Araki K, Ushijima H, Kim B, Tajima T, Fujii R,Minamidani M. Coproantibody 
response to rotavirus in an outbreak in a day-care nursery. Eur J Pediatr 144:516-517, 1986. 

30) Ushijima H, Sekiyama Y, Sugamata K, Kawaoi T, Mizuta H, Tajima T.  A case of Kawasaki 
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syndrome with involvement of the central nervous system. Acta Paediatr Jpn 28:119, 1986. 
31) Ushijima H, Sekiyama Y, Sugamata K, Tajima T, Kim B, Yoshino K, Shinozaki T. Two cases of 

identical twins with Kawasaki syndrome and rotavirus infection. Acta Paediatr Jpn 28:129, 
1986. 

32) Ushijima H, Shinozaki T, Araki K, Kondo Y, Fujii R. Further study of the epidemiology of 
rotavirus infection in Tokyo. Eur J Pediatr 145:162, 1986.     

33) Ushijima H, Kohno H, Kim B, Shinozaki T, Araki k, Fujii R. A new latex agglutination test-kit 
for detecting rotavirus from children with gastroenteritis. Pediatr Infect Dis 5:492-493, 1986. 

34) Abe T, Hiraiwa M, Ushijima H. Acute neurologic reaction to iniculation with attenuated live 
measles virus. Brain and Development 7:260, 1985. 

35) Ushijima H, Shinozaki T, Kim B, Araki K, Fujii R, Kohno H. Detection of rotavirus from stools 
by latex agglutination test. Acta Paediatr Jpn 28:427-430, 1986. 

36) Ushijima H, Kondo Y, Sugamata K. Two unique case of Herpes simplex virus encephalitis. 
Brain and Development 8:181, 1986. 

37) Ushijima H, Bosu K, Abe T, Shinozaki T, Fujii R. Suspected rotavirus encephalitis. Arch Dis 
Child 61:692-694, 1986. 

38) Ushijima H, Kim B, Araki K, Shinozaki T, Fujii R. Genetic relatedness among human 
rotavirus in Tokyo. Acta Pediatr Jpn 28:577-581, 1986. 

39) Shinozaki T, Araki K, Ushijima H, Kim B, Fujii R. Frequency of successive rotavirus 
infections among infants in a nursery home measured by coproantibody coversion.  Eur J 
Pediatr 145:450, 1986. 

40) Abe T, Ogawa K, Nonaka C, Hiraiwa M, Ushijima H, Fujita Y, Togo T, Ohmi K. A study on an 
experimental model of febrile convulsions using mouse. Brain and Development 8:557, 1986. 

41) Shinozaki T, Araki k, Ushijima H, Fujii R. Diagnostic significance of specific IgA 
coproconversion in rotavirus infection. Eur J Pediatr 145:581-582, 1986. 

42) Ushijima H, Araki K, Abe T, Shinozaki T. Anti-rotavirus antibody in cerebrospinal fluid. Arch 
Dis Child 62:298-299, 1987. 

43) Ushijima H, Nonaka C, Hiraiwa M, Abe T. Further study of rotavirus and the central nervous 
system. Anti-rotavirus antibody in cerebrospinal fluid. Brain and Development 9:186, 1987. 

44) Shinozaki T, Araki K, Ushijima H, Tajima T, Kim B, Fujii R. Usefulness of diagnosis of 
rotavirus infection by coproconversion in specific IgA.  Acta Peadiatr Jpn 29:290, 1987. 

45) Shinozaki T, Araki K, Ushijima H,  Fujii R, Eshita Y. Use of Graham 293 cells in suspension 
for isolating enteric adenoviruses from the stools of patients with acute gastroenteritis.  J 
Infect Dis 156:246, 1987. 

46) Shinozaki T, Araki K, Ushijima H, Fujii R.   Antibody response to enteric adenovirus type 40 
and 41 in sera from people in various age groups.   J Clin Microbiol 25:9, 1679-1682, 1987. 
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47) Kobayashi M, Abe T, Hiraiwa M, Ushijima H, Nonaka C, Togo T, Fujita Y, Hojo S.  A case of 
orthostatic dysregulation with partial seizure and cerebellar tumor. Brain and Development 
9:324, 1987. 

48) Ushijima H, Araki K, Shinozaki T. Rapid diagnosis of rotavirus infection by silver-stained 
semi-micro-polyacrylamide gel electrophoresis.  Ann. Tokyo Koseinenkin Hospital 14:267-280, 
1987. 

49) Ushijima H, Kim B, Shinozaki T, Araki K. Detection of rotavirus antigen by latex photometric 
immunoassay. Ann. Tokyo Koseinenkin Hospital 14:271-273, 1987. 

50) Ushijima H, Shinozaki T, Araki K, Kondo Y, Kobayashi M, Abe T. Nosocomial infection by 
rotavirus and adenovirus within one month. Acta Paediatr Jpn 30:13-16, 1988. 

51) Ushijima H, Eshita Y, Shinozaki T, Togo T, Matsunaga Y. A study of adenovirus gastroenteritis 
in the Tokyo area. Eur J Pediatr 147:90-92, 1988. 

52) Shinozaki T, Araki K, Kobayashi M, Fujita Y, Abe T, Ushijima H. Genome variants of human 
adenovirus type 40 and 41 (subgroup F) in Japan.   J Clin Microbiol 26:2567-2571, 1988. 

53) Ushijima H, Honma H, Ohnoda H, Mukoyama A, Oyanagi H, Araki K, Shinozaki T, Morikawa 
S, Kitamura T.  Detection of anti-rotavirus IgG, IgM, and IgA antibodies in healthy subjects, 
rotavirus infection and immunodeficiencies by immunoblotting. J Med Virology 27:13-18, 
1989. 

54) Ushijima H, Honma H, Mukoyama A, Shinozaki T, Fujita Y, Kobayashi M, Ohseto M, 
Morikawa S, Kitamura T.  Detection of group C rotaviruses in Tokyo. J Med Virol 27:299-303, 
1989. 

55) Ushijima H, Shinozaki T, Kitamura T. Detection of anti-rotavirus coproantibodies by 
immunoblotting technique. J Med Virol 29:127-129, 1989.     

56) Dairaku M, Tsuchie H, Ushijima H, Kaneko T, Okuda K, Honda M, Ikegami N, Hachimori K, 
Kitamura T. Incidence and titer of anti-rev antibody in HIV infection. AIDS 3:765-766, 1989. 

57) Ushijima H, Honma H, Tuchie H, Shimizu H, Ohnoda H, Sato K, Kitamura T.: Deprevation of 
HIV antigens and HIV infected cells using immunomgnetic beads. AIDS Research Newsletter 
3:201, 1989. 

58) Abe Y, Nakano S, Nakahara T, Kamezawa Y, Kato I, Ushijima H, Yoshino K, Ito S, Noma S, 
Okitsu S, Tajima M: Detection of Serum Antibody by the Antimogen Assay against 
Streptococcal Erythrogenic Toxins.  Age distribution in children and the relation to Kawasaki 
Disease.    Pediatric Research 27:11-15, 1990. 

59) Honma H, Ushijima H, Takagi M, Kitamura T. Evaluation of a new enzyme immunoassay 
(TESTPAVCK ROTAVIRUS) for diagnosis of viral gastroenteritis. Journal of the Japanese 
Association for Infectious Disease 64(2):174-178,1990.  

60) Shimizu H, Morikawa S, Yamaguchi K, Tsuchie H, Hachimori K, Ushijima H, Kitamura T.: 
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Shorter size of transmembrane glycoprotein of an HIV-1 isolate. AIDS 4:575-576, 1990. 
61) Ushijima H, Honma H, Tsuchie H, Kitamura T, Takahashi I.: Removal of HIV antigens and 

HIV-infected cells in vitro using immunomagnetic beads.  J. Virol. Method 29: 23-32, 1990. 
62) Ohnoda H, Okada Y, Ushijima H,  Kitamura T, Komuro K, Mizouchi T.:       

3'Azido-3'Deoxythymidine Prevents Induction of Murine Acquired immunodeficiency 
Syndrome in C57BL/10 Mice Infected with LP-BM5 Murine 1eukemia Viruses, a possible 
animal model for antiretroviral.  Drug Screening. Antimicrob Agents Chemother 34: 605-609, 
1990. 

63) Shimizu H, Tsuchie H, Honma H, Yoshida K, Tsuruoka H, Ushijima H, Kitamura T: Effect of 
N-(3-Phenyl-2-Propenyl)-1-Deoxynojirimycin on the lectin binding to HIV-1 glycoprotein.  
Jpn. J. Med. Sci. Biol. 43:75-87, 1990. 

64) Shimizu H, Tsuchie H, Yoshida K, Morikawa S, Tsuruoka T, Yamamoto H, Ushijima H, 
Kitamura T. Inhibitory effect of novel 1-deoxynojirimycin derivatives on human 
immunodeficiency virus type 1 replication. AIDS 4:975-979, 1990. 

65) Ushijima H, Dairaku M, Honma H, Sato K, Sugiyama K, Kitamura T, Inaba N.  Prevalence 
of antibodies against HIV, HTLV-1, HBV, HFRSV and Chlamydia in Tonga and Western 
Samoa. Jpn. J. Med. Sci. Biol. 43(4): 101-109, 1990. 

66) Ushijima H, Honma H, Mukoyama A, Tajima T, Hiraiwa M, Fujita Y, Shinozaki T, Abe T. 
Rotavirus Encephalitis/Encephalopathy in Japan. Brain and Development 12(5):628,1990. 

67) Abe T, Kondo Y, Ushijima H, Fujita Y, Shinozaki T. Rotavirus infection and neurological 
involvement. Brain and Development 12(5):607, 1990.   

68) Duncan H, Simon F, Noskov F, Huhtala ML, Karamov E, Khaitov RM, Machado-Lahera J, 
Norbby E, Parry J, Tam MR, Ushijima H, Wolf H, Esparza J,  Osmanov S, Tsirkin RS. Report 
of a WHO workshop on synthetic peptides in HIV diagnosis and AIDS-related research, 
Moscow 24-26 May 1989 AIDS 5 (1) WHO 1-9, 1991. 

69) Johansson M E, Brown M, Hierholzer J. C., Thorner A, Ushijima H, Wadell G.:  Genome 
analysis of adenovirus 31 strains from immunocompromised and immunocompetent patients.    
J Infect Dis 163 (2): 293-299. 1991. 

70) Ohnota H, Ushijima H, Morikawa S, Momose D, Kurashina Y, Kitamura T. Suppresion of 
HIV-1 replication by a 4-H quinolizine derivative. Antiviral Chemistry and Chemotherapy 2 
(3): 187-190, 1991. 

71) Muller, W. E.G., Schroder, H. C., Weiler, B. E., Bachmann, M., Uhlenbruck, G., Shinoda, T., 
Shimizu, H., Ushijima, H. Antibodies against defined carbohydrate structures of Candida 
Albicans Protect H9 Cells against infection with human immunodeficiency virus-1 in vitro.  J 
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72) Ushijima H, Dairaku M, Honma H, Yamaguchi K, Shimizu H, Tsuchie H, Abe K, Yamamoto A, 
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Hoshino H, Mu"ller,WGE.  Human immunodeficiency virus infection in cells of 
myeloid-monocytic lineage. Microbiol. Immunol. 35(6): 487-492, 1991. 

73) Ushijima H, Unten S, Honma H, Tsuchie H, Kitamura T, Weiler B.E., Mueller W.E.G. 
Differential effect of serum on syncytium formation and virus production in cells chronically 
infected with human immunodeficiency virus in vitro. AIDS 5:1386-1388, 1991.    

74) Ushijima H, Nakate H, Kohno H, Okuda K. Evaluation of a new human immunodeficiency 
virus (HIV) antibody detection method by time-resolved fluoroimmunoassay. J Immunol 
Method 144: 57-61, 1991. 
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87) Ushijima H, Schroeder HC, Poznanovic S, Matthes E, Muller WGE. Human conglutinin-like 
protein: Physiological modifier of in vitro infection by the human immunodeficiency virus-1. 
Res. in Virology 143: 97-99, 1992.(Institut Pastur).      

88) Muller WEG, Schroder HC, Ushijima H, Dapper J, Bormann J.  Gp120 of HIV-1 induces 
apoptosis in rat cortical cell cultures: prevention by memantine. Europ J Pharmacol 226: 
209-214, 1992. 
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CD の内容 
 
A. 業績集 
（１）２１篇の英文原著 
   思い出のある英文原著を 21 個選びました。なるべく多くの研究者が選ばれるようにしました。

番号は英文論文の番号をつけています。 21 個以外の原著は、PuBMed などからダウンロード

いただければ幸いです。 
（２）Pediatrics International に掲載された、あるいは掲載予定の特集を選びました。 
   ・2000 Rotavirus infection in Asia 

・2004 Molecular epidemiology of viral infection in Asia 
・2007 Mother and child health in Asia and Africa 

B. 写真 
（３）代表的な写真 
（４）記念誌写真子どもの像１ 
（５）記念誌写真子どもの像２ 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
（１）21 篇 英文論文     （掲載した PDF） 

1)  Disorder of subpopulation of lymphocytes in Prader-Willi syndrome.  
6) The progress of Adrenoleukodystrophy as revealed by auditory brainstem evoked responses 

and brainstem histology. 
7) Analyses of Patois Group Bunyaviruses: Evidence for naturally occurringrecombinant 

bunyaviruses and existence of immune precipitable and nonprecipitable nonviron proteins 
included in Bunyavirus infected cells.  

37) Suspected rotavirus encephalitis 
73) Differential effect of serum on syncytium formation and virus production in cells chronically 

infected with human immunodeficiency virus in vitro.  
115) Detection and Sequencing of Rotavirus VP7 Gene from Human Materials (Stools, Sera, 

Cerebrospinal Fluids, and Throat Swabs) by Reverse Transcription and PCR  
150) Maternal Child -Rearing Behaviors and Correlates in Rural Minority Areas of Yunnan, China.  
169) Development of rotavirus agents in Asia.  
172) Infantile convulsions with mild gastroenteritis.  
200) Evaluation of a newly developed immunochromatographic method for detection of norovirus.  
203) High prevalence of hepatitis B virus pre-S mutant in countries where it is endemic and its 

relationship with genotype and chronicity.  
206) Genetic diversity of Norovirus and Sapovirus in hospitalized infants with sporadic cases of 

acute gastroenteritis in Chiang Mai, Thailand.  
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214) Development of RT-multiplex PCR assay for detection of adenovirus and group A and C 
rotaviruses in diarrheal fecal specimens from children in China.  

216) Perceptions of men on role of religious leaders in reproductive health issues in rural Pakistan.  
222) Characterization of adenovirus type 41 isolated from children with acute gastroenteritis in 

Japan, Vietnam, and Korea.  
224) Determination of HIV-1 subtypes (A-D, F, G, CRF01_AE) by PCR in the transmembrane 

region (gp41) with novel primers.  
237) Etiologic agents of acute gastroenteritis among Japanese infants and children: virus diversity 

and genetic analysis of sapovirus. 
241) Existence of multiple outbreaks of viral gastroenteritis among infants in a day care center in 

Japan. 
266) Detection of norovirus antigens from recombinant virus-like particles and stool samples by a 

commercial norovirus enzyme-linked immunosorbent assay kit.  
270) Detection of rare G3P[19] porcine rotavirus strains in Chiang Mai, Thailand, provides 

evidence for the origin of the VP4 genes of Mc323 and Mc345 human rotaviruses. 
276) Norvel porcine rotavirus of the genotype P[27] shares new phylogenetic lineage with G2 

porcine rotavirus strain  
 
（２）Pediatrics International 
・2000 Rotavirus infection in Asia  

Foreword   
１）Development of a simple and rapid latex test for rotavirus in stool samples 
２）Child rotavirus infection in association with acute gastroenteritis in two Chinese sentinel 

hospitals 
３）Overview of rotavirus infections in Korea 
４）Epidemiologic features of rotavirus infection in Taiwan: A review 
５）Epidemiology of rotavirus infection in Thailand 
６）Rotavirus infection among infants with diarrhea in Vietnam 
７）Rotavirus infection among infants with diarrhea in Pakistan 
８）Rotavirus infection in children in Japan 
９）Development of antirotavirus agents in Asia 

 
・2004 Molecular epidemiology of viral infection in Asia 

Foreword   
１）Molecular epidemiology of rubella virus in Asia: Utility for reduction in the burden of diseases 
due to congenital rubella syndrome 
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２）Molecular epidemiology of measles virus in Japan 
３）Molecular epidemiology of hepatitis B and C virus infections in Asia 
４）Molecular epidemiology of enterovirus 71 infection in the Western Pacific Region 
５）Molecular epidemiology of HIV: Tracking AIDS pandemic 
６）Molecular epidemiology of viral gastroenteritis in Asia 
 
・2007 Mother and child health in Asia and Africa 

Foreward 
１）Nutritional status of low birth weight ethnic minority infants in Backan province, Vietnam 
２）Malnutrition Improvement for Infants and Young Children under 18 months old of Dai Minority 

in Luxi, China 
３）Moderate- to -vigorous physical activity and body fatness in Chinese urban school children 
４） Risk factors for protein-energy malnutrition of children under 5 years: A study from 

Luangprabang province, Lao PDR 
５）Factors determining prenatal HIV testing for PMTCT in Dar Es Salaam, Tanzania 
６）Situational analysis of maternal and child health services for foreign residents in Japan 
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（世界のこどもの像）

子　　ど　　も　　の　　像　　１

023-ブラジル

038-春日部 050-小樽

050-廣島 034-箱根

081-鳥取 088-韓国

028-フィリピン 078-羽田



子　　ど　　も　　の　　像　　２

109-タイ 133-西新井

148-長崎 203-ドイツ

163-秋田 204-ドイツ

171-米国 177-台湾 134-所沢


